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地域の皆様と共に 
今年度も、自治会長様をはじめ、地域の皆様には本校の教育活動にご協力いただき、誠にあ

りがとうございました。昨年度末より募集を開始した「西特サポーター(地域ボランティア)」

（現在、登録者数 17名）の皆様との交流や児童生徒の作品展示を通して、本校のことを多くの

方々に知っていただくとともに、児童生徒にとっても貴重な経験と学びの機会となりました。 

なお、「西特サポーター」は引き続き募集しております。まずは見学だけでも構いません。興

味のある方は、ぜひ一度、本校までご連絡ください。 

今後も、地域の皆様と共に歩む学校を目指してまいります。どうぞよろしくお願いします。             

 副校長 飯塚 昌夫 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立西部特別支援学校 令和６年度 第５号 

電話０５３（４３６）１３７０ 

～オカリナ演奏～ ～畑づくり～ 

～歌唱、ヴァイオリン演奏、電子ピアノ演奏～ 

～ゲートゴルフ～ 

「西特サポーター」の皆様と共に  

作品展示に御協力いただきました！  

～絵本の読み聞かせ～ 



◎◎◎ 小学部・中学部・高等部・訪問教育から、ホットな話題をお届けします ◎◎◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 中学部☆ ボッチャを一緒に楽しみました 

 聖隷クリストファー中学校３年生と交流学習を行いました。 

体育館と会議室の２グループに分かれました。体育館では、ボッチャの 

試合をしました。「頑張れ！」と応援する声や、スーパーショットに 

「おおー！」と驚くような声が響き、盛り上がりました。会議室では、 

ターゲットボッチャをしました。相手校の友達が、ボールを転がす道 

具を準備したりボールを手渡したりするのに応えて、一緒にボッチャ 

を楽しむ温かい時間になりました。 

☆ 小学部☆ 友達、先生と校外学習に行きました 

 校外学習と修学旅行に行きました。校外学習は、浜北地区にある nicoe 

へ行きました。おいしそうなお菓子の香りが漂うお店で、買い物をしたり 

歩くと音や光が出る廊下を通ったりして楽しみました。修学旅行は、浜松 

科学館を見学し、オークラアクトシティホテルに泊まりました。浜松科 

学館では、プラネタリウムできれいな星空を見たり、展示品に触れて科 

学の実験を体験したりしました。ホテルでは、広い部屋でご飯を食べた 

り、駅で買ったお土産を見たりして、友達と一緒の時間を楽しみました。 

 普段、学校ではできない体験をすることができました。 

して、いつもの学校ではできない体験ができました。 

 

☆ 高等部☆  祝！３年生 12人 全員が進路決定しました！ 

高等部では、卒業後の進路に向けて、地域の事業所の皆さまの御理解と御協力をいただきな

がら実習を行ってきました。１・２年生は６月と 11月に、３年生は６月に、産業現場等におけ

る実習に取り組みました。 
 特に３年生は、自分の目標達成と進路決定を目指し、これまでの学びの成果を発揮しながら 

最後までやり遂げました。その結果、移行支援事業所に１人、就労支援事業所Ａ型に１人、就 

労移行支援事業所Ｂ型に３人、生活介護施設に７人、計 12 人全

員の進路が決まりました。 

卒業後もそれぞれの道で力強く歩んでいきます。今後とも、温

かい御支援をよろしくお願いいたします。 

☆ 訪問教育☆   「エール・えーる」 大好き！ 

創立 60周年記念キャラクター「エール・えーる」。 

訪問教育の授業の中でも大活躍でした。学校支援 

ボランティアもくもくマミーさんが作ってくださっ 

たぬいぐるみ、パペット、着ぐるみが授業の中で登 

場すると、笑顔になりそっと触れたり、脈拍数値が 

少し上がったり、どの児童生徒もそれぞれの方法で 

「エール・えーる」と親しむ姿が見られました。 

 

 

 


